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コ
ラ
ム

杖立温泉鯉のぼり（熊本県小
お

国
ぐに

町
まち

）

熊本県小国町の杖立温泉で開催される
「杖立温泉鯉のぼり祭り」。温泉街を流
れる杖立川の上空を約3500匹の鯉の
ぼりが泳ぐ。河川をまたいで多くの鯉の
ぼりを泳がせるイベントは全国各地で見
られるが、その発祥地は杖立温泉とい
われている。1980年ごろから始まり40
年以上も続いている歴史ある祭り。

写真キャプション

年
度
末
も
押
し
迫
っ
た
3
月
26
日
、
新
し
い
過
疎

法
が
、
衆
議
院
に
続
き
参
議
院
で
も
全
会
一
致
で
可

決
成
立
し
た
。
過
疎
法
は
1
9
7
0
年
に
初
め
て
制

定
さ
れ
て
以
来
、
議
員
立
法
で
た
び
た
び
の
改
正
と

延
長
を
繰
り
返
し
て
き
た
が
、
今
回
新
し
い
法
律
の

名
称
は
「
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
と
さ
れ
た
。
筆
者
が
座
長
を
務
め

て
き
た
総
務
省
の
過
疎
問
題
懇
談
会
は
、
旧
過
疎
法

の
失
効
に
向
け
て
新
し
い
過
疎
法
の
必
要
性
と
そ
の

理
念
、
目
的
等
に
つ
い
て
3
年
余
り
議
論
を
重
ね
、

昨
年
の
4
月
に
新
た
な
過
疎
対
策
に
向
け
て
の
提
言

を
公
表
し
た
。
法
案
は
そ
の
後
自
民
党
の
過
疎
対
策

特
別
委
員
会
を
中
心
に
検
討
さ
れ
、
各
党
の
議
を
経

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
名
称
及
び
理
念
が
懇
談
会

の
提
言
を
か
な
り
反
映
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
喜
ば
し
い
。

新
法
の
前
文
に
は
、
食
料
・
水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

安
定
供
給
、
生
物
多
様
性
の
確
保
、
多
様
な
文
化
の

継
承
な
ど
の
過
疎
地
域
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と

が
国
民
の
生
活
に
豊
か
さ
と
潤
い
を
与
え
、
人
口
の

過
度
の
集
中
に
よ
る
大
規
模
災
害
や
感
染
症
等
の
危

険
の
中
で
、
過
疎
地
域
の
役
割
は
一
層
重
要
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
意
味
の
記
述
が
あ
る
が
、
過
疎
地
域

の
持
つ
都
市
と
は
異
な
る
価
値
が
明
記
さ
れ
た
こ
と

の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。

筆
者
は
こ
の
20
年
余
り
、
過
疎
地
域
は
単
に
困
っ

て
い
る
か
ら
支
援
す
る
と
い
う
地
域
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、そ
の
都
市
に
な
い
価
値
を
育
て
る
こ
と
が
、

国
全
体
の
価
値
を
高
め
る
と
言
い
続
け
て
き
た
。
そ

し
て
そ
の
価
値
を
持
続
し
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
の
は

人
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
人
材
育
成
は
最
も
重
要
な
課

題
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
新
法
の
第
一
条
の

法
律
の
目
的
の
冒
頭
に
、「
人
材
の
確
保
及
び
育
成
」

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
し
、
さ
ら
に
第
四
条
の
対
策
の

目
標
の
一
号
に
は
、
移
住
・
定
住
・
地
域
間
交
流
の

促
進
や
地
域
社
会
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
育
成
を

図
る
こ
と
が
し
っ
か
り
と
記
さ
れ
て
い
る
。

過
疎
法
は
も
と
も
と
都
市
部
に
対
す
る
生
活
基
盤

の
格
差
是
正
の
た
め
の
ハ
ー
ド
事
業
が
目
的
で
あ

り
、
そ
れ
な
り
に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。
そ

の
必
要
性
は
ま
だ
存
在
す
る
も
の
の
、
都
市
に
な
い

価
値
を
さ
ら
に
育
て
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
域

の
人
が
力
を
つ
け
る
か
力
あ
る
人
に
参
入
し
て
も
ら

う
し
か
な
い
。
人
材
育
成
に
は
ソ
フ
ト
事
業
が
必
須

で
あ
る
が
、
平
成
22
年
の
改
正
で
ソ
フ
ト
事
業
へ
の

過
疎
債
充
当
の
条
文
が
追
加
さ
れ
、
こ
れ
は
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
新
法
に
受
け
継
が
れ
た
。
地
域
に
ふ
さ
わ
し

い
産
業
の
育
成
の
み
な
ら
ず
、
暮
ら
し
の
場
と
し
て

の
地
域
社
会
の
価
値
づ
く
り
に
も
人
材
は
不
可
欠
で

あ
る
。
未
来
は
人
が
つ
く
る
。
新
し
い
過
疎
法
が
こ

の
よ
う
な
理
念
の
も
と
に
つ
く
ら
れ
た
こ
と
を
心
か

ら
喜
び
た
い
。

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授

宮み
や

口ぐ
ち

　
侗と

し

廸み
ち

新
過
疎
法
の
成
立

－

人
材
育
成
を
強
調

－

地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付
金
に
つ
い
て

　

～
「
転
職
な
き
移
住
」
に
よ
る
地
方
へ
の
人
と
知
の
流
れ
の
創
出
～

　

内
閣
官
房
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局 

内
閣
参
事
官　

松
田　

昇
剛
��
�
⑵

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
改
正
案
を
閣
議
決
定

　

～
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
を
踏
ま
え
地
域
の
再
エ
ネ
活
用
を
促
進
～
��
⑹

「
つ
な
が
り
」
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
��
�
�
�
�
�
�
大
分
県
九
重
町
長　

日
野　

康
志
…
⑽

政�

策

政�

策

随�

想
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１１　

は
じ
め
に

　

は
じ
め
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
り
、
東
京
で
は
５
割
以
上
、
全
国
で

は
３
割
以
上
の
方
々
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
経

験
す
る
と
と
も
に
、
地
方
移
住
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
機
会
を

逃
さ
ず
捉
え
る
た
め
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ

り
、
地
方
に
い
て
も
都
会
と
同
じ
仕
事
が

で
き
る
環
境
を
つ
く
り
、
都
会
か
ら
地
方

へ
の
大
き
な
人
の
流
れ
を
生
み
出
す
た

め
、
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
と
し

て
、「
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付
金
」

を
創
設
し
、
１
０
０
億
円
を
確
保
し
ま
し

た
。令

和
３
年
３
月
30
日
、
第
１
回
交
付
分

と
し
て
、
１
３
８
の
地
方
公
共
団
体
に
対

し
、
40
億
円
の
支
援
を
決
定
し
た
と
こ
ろ

で
す
が
、残
る
60
億
円
の
配
分
に
向
け
て
、

６
月
上
旬
を
締
め
切
り
と
し
て
、
第
２
回

募
集
を
開
始
し
ま
す
。　

２２　　

��

地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付
金

地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付
金

第第
２２
回
募
集
の
ポ
イ
ン
ト

回
募
集
の
ポ
イ
ン
ト

①
民
間
が
運
営
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
・
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
・
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
等
の
施
設
整
備
・
運
営
費
も
支

援
対
象

地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付
金
は
、
地

方
公
共
団
体
が
運
営
す
る
施
設
に
限
ら
ず
、

民
間
が
運
営
す

る
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
・
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
等
の
施

設
整
備
・
運
営

費
も
支
援
の
対

象
と
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
１

団
体
あ
た
り
３

施
設
ま
で
対
象

施
設
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

②
施
設
整
備
・

運
営
費
以
外
に
、

施
設
利
用
を
促

進
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進

費
に
つ
い
て
も

支
援地

方
創
生
テ

レ
ワ
ー
ク
交
付

金
は
、
単
に
サ

テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
、シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
、
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
等
を
整
備
す
る
事
業
で
は
な
く
、

そ
れ
ら
を
核
に
、
地
方
へ
の
企
業
進
出
、

移
住
を
促
進
す
る
事
業
で
す
。
こ
の
た
め
、

施
設
利
用
を
促
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
費
（
１
団
体
あ
た
り
１
、２
０
０
万
円
）

を
、
施
設
整
備
・
運
営
費
と
は
別
枠
で
交

付
対
象
経
費
と
し
て
い
ま
す
。
都
市
部
企

業
に
向
け
た
お
試
し
ツ
ア
ー
、
ワ
ー
ケ
ー

資
料
１

0

（参考）地方創生テレワーク交付金 地方負担の扱いについて

●高水準タイプ・・・1,000万の事業の場合、地方負担は50万円（交付対象事業費の５％）

●標準タイプ・・・1,000万の事業の場合、地方負担は100万円（交付対象事業費の１０％）

地方創生テレワーク交付金

交付対象事業費の３／４
（75％）

臨時交付金※

地方負担（１／４）
の8割（20％）

地方
負担
実質
５％

地方創生テレワーク交付金

交付対象事業費の１／２
（50％）

臨時交付金※

地方負担（１／２）
の8割（40％）

地方
負担
実質
１０％

※補助裏に充当される臨時交付金は、県・市町村ごとに割り当てられた臨時交付金の交付限度額
（地方単独事業分）とは別枠（国庫補助事業の補助裏分）で措置

地方創生テレワーク交付金について地方創生テレワーク交付金について
～「転職なき移住」による地方への～「転職なき移住」による地方への

人と知の流れの創出～人と知の流れの創出～

内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局
内閣参事官　松田　昇剛内閣参事官　松田　昇剛

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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シ
ョ
ン
な
ど
を
企
画
し
、
効
果
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
居
住
・
滞
在
機
能
を
付
帯
さ
せ
る
場
合
、

施
設
整
備
・
運
営
費
の
２
割
以
内
で
あ
れ

ば
支
援
可
能

地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付
金
の
対
象

施
設
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
り
働
く
環
境

ま
た
は
機
能
を
有
す
る
施
設
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
単
に
住
宅
施
設
や
宿
泊
施
設
を

整
備
す
る
だ
け
の
事
業
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
が
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
の
利

用
者
が
地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
す

る
上
で
必
要
な
居
住
・
滞
在
機
能
を
付
帯

さ
せ
る
事
業
で
あ
れ
ば
、一
体
と
し
て「
職

住
一
体
型
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
」
と

捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、施
設
整
備
・

運
営
費
の
２
割
以
内
で
あ
れ
ば
支
援
可
能

と
し
て
い
ま
す
。

④
国
費
負
担
は
95
％
か
90
％

地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付
金
の
補
助

率
は
、
進
出
企
業
数
・
県
外
利
用
者
数
、

移
住
者
数
に
関
す
る
目
標
水
準
に
応
じ

て
、
高
水
準
タ
イ
プ
が
３
／
４
、
標
準
タ

イ
プ
が
１
／
２
で
す
。

一
方
、
令
和
２
年
度
に
予
算
化
さ
れ
、

令
和
３
年
度
に
繰
り
越
し
て
執
行
す
る

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
」
に
つ
い
て
は
、
市

町
村
ご
と
に
交
付
限
度
額
が
割
り
当
て
ら

れ
た
地
方
単
独
事
業
分
と
は
別
に
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
経
済
構
造
の
転
換
・

好
循
環
の
実
現
と
し
て
実
施
す
る
国
庫
補

助
事
業
の
地
方
負
担
分
（
算
定
率
０
・
８
）

が
別
枠
で
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
国
庫
補
助
事
業
の
地
方
負
担
分
に

充
当
す
る
も
の
と
し
て
確
保
さ
れ
て
い
る

臨
時
交
付
金
の
対
象
に
、
地
方
創
生
テ
レ

ワ
ー
ク
交
付
金
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、

地
方
負
担
（
１
／
４
、
１
／
２
）
の
８
割

に
対
し
て
、
臨
時
交
付
金
が
充
当
さ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
実
質
的
な
地
方
負
担
は
、

高
水
準
タ
イ
プ
で
交
付
対
象
事
業
費
の

５
％
、
標
準
タ
イ
プ
で
10
％
と
な
り
ま
す
。

３３　　

��

地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付
金

地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付
金

の
制
度
概
要

の
制
度
概
要

（
１
）
交
付
対
象
者

①
東
京
圏
（
東
京
都
、
埼
玉
県
、
千
葉
県

及
び
神
奈
川
県
）
外
の
地
方
公
共
団
体

②
東
京
圏
内
の
条
件
不
利
地
域
を
含
む
市

町
村

③
東
京
圏
内
の
都
県
の
う
ち
②
の
域
内
に

事
業
を
限
定
し
て
行
う
都
県

（
２
）
交
付
対
象
事
業

地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
に
よ

り
、
地
方
へ
の
新
た
な
ひ
と
の
流
れ
を
創

出
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
が
地
域
の

実
情
や
強
み
を
踏
ま
え
、
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
つ
つ
積
極
的
に
取
り
組
む
、
以
下
の

い
ず
れ
か
又
は
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り

実
施
す
る
事
業

①
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
等
整

備
事
業
（
自
治

体
運
営
施
設
整

備
等
）

地
方
公
共
団

体
が
、
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
・

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ

ス
・
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス

等（
以
下「
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
等
」
と
い
う
）

を
開
設
・
運
営

す
る
と
と
も
に
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
や
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
等

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
す
る

事
業

②
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
等
開

設
支
援
事
業

（
民
間
運
営
施
設
開
設
支
援
等
）

地
方
公
共
団
体
が
、
民
間
の
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
等
運
営
事
業
者
・
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
の
施
設
に
つ
い
て
、
そ
の
開
設
・

運
営
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
等
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
事
業

③
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
活
用
促
進
事

業
（
既
存
施
設
等
充
実
活
用
等
）

地
方
公
共
団
体
が
、
そ
の
区
域
外
か
ら

の
進
出
企
業
・
滞
在
者
・
移
住
者
に
よ
る

既
存
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
の
施
設

資
料
２

地方創生テレワーク交付金による支援のイメージ

①① 自治体運営施設として整備 ②② 民間運営施設として整備

③③ 既存施設の活用促進 ④④ 企業の進出支援

働く環境の整備

利活用・プロジェクト推進

利活用・
プロジェクト
推進

進出企業
支援

事業費 最大1,200万円／団体
進出支援金

最大100万円／社

既に整備した施設の利用促進
で地域に企業を呼び込みたい

施設を開設して、地域に企業を呼び込みたい

施設の利用企業を支援して地
域への企業進出を促進したい

①②↔④
組合わせ可

③↔④
組合わ
せ可

地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付
金

補助率
最大
３／４

ハード／ソフ
ト経費の一体

執行

自治体施設整
備に加え、民
間施設整備、
進出企業の支
援が可能

予算額
100億円

施設整備・運営 事業費 最大9,000万円／施設
プロジェクト推進 事業費 最大1,200万円／団体

①↔②
組合わせ可

（最大３施設）

サテライトオフィス等を整備・運営、利用促進

（国費ベース）

［総事業費ベース、国費は３／４、または１／２］ 1

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
テ
レ
ワ
ー
ク
関

連
設
備
の
導
入
支
援
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
推
進
す
る
事
業

④
進
出
支
援
事
業
（
施
設
利
用
企
業
助
成
）

地
方
公
共
団
体
が
①
～
③
ま
で
の
事
業

の
対
象
と
な
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等

を
利
用
す
る
区
域
外
の
企
業
に
対
し
て
、

進
出
支
援
金
を
助
成
す
る
事
業

（
３
）
交
付
上
限
額
（
総
事
業
費
ベ
ー
ス
）

〇
施
設
整
備
・
運
営
に
関
す
る
経
費

収
容
可
能
人
数
（
１
施
設
当
た
り
）
が
20

人
未
満
の
施
設
３
、
０
０
０
万
円
、
20
人

以
上
50
人
未
満
の
施
設
４
、５
０
０
万
円
、

50
人
以
上
の
施
設
９
、
０
０
０
万
円

〇
施
設
整
備
・
運
営
以
外
の
ソ
フ
ト
経
費

１
団
体
に
つ
き
１
、
２
０
０
万
円

〇
進
出
支
援
金

１
社
に
つ
き
１
０
０
万
円

（
社
数
の
上
限
に
つ
い
て
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
応
じ

て
設
定
）

４４　

第

　

第
１１
回
募
集
の
採
択
結
果

回
募
集
の
採
択
結
果

第
１
回
募
集
の
採
択
結
果
は
、
全
体
で

１
３
８
件
、
国
費
ベ
ー
ス
で
40
億
円
の
支

援
を
決
定
し
ま
し
た
。
採
択
さ
れ
た
事
業

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
、
事
例

を
紹
介
し
ま
す
。

◆
事
例
１　

香
川
県
小
豆
島
町
「「
小
豆

島
う
み
ち
か
オ
フ
ィ
ス
で
テ
レ
ワ
ー
ク
」

整
備
事
業
」

（
内
容
）

・
島
内
の
既
存
レ
ジ
ャ
ー
施
設
「
小
豆
島

ふ
る
さ
と
村
ワ
イ
ン
ハ
ウ
ス
」
の
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
へ
の
改
修
（
２
０
、
０
０

０
千
円
）

（
主
な
ポ
イ
ン
ト
）

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
ｏ
ｔ
ｉ
ｅ
と
の
協
働
に

よ
り
既
に
毎
年
１
０
０
人
超
（
51
％
が
20

～
40
代
）
が
移
住

・
入
念
な
ニ
ー
ズ
調
査
に
基
づ
き
、
企
業

ニ
ー
ズ
（
個
人
ブ
ー
ス
、
遮
音
会
議
室
、

高
さ
可
変
デ
ス
ク
、モ
ニ
タ
の
イ
ン
チ
数
、

Ｕ
Ｓ
Ｂ-

Ｃ
電
源
等
）
を
把
握
済
み

資
料
３

資
料
４

 地方創生テレワーク交付金の採択結果は、全体13８件、うち高水準タイプ51件、標準タイプ8７件で、交付
対象事業費は65億円、国費ベースでは40億円

＜採択結果＞

件数
交付対象
事業費
（億円）

国費ベース
（億円）

全体 138 65 40

高水準タイプ
［3/4補助］ 51 28 21

標準タイプ
［1/2補助］ 87 38 19

＜要素事業＞

要素事業 団体数 対象数

①サテライトオフィス等整備事業
（自治体運営施設整備） 56 72施設

②サテライトオフィス等開設支援事業
（民間運営施設開設支援） 63 114施設

③サテライトオフィス等活用促進事業
（既設拡充・促進） 30 79施設

④進出支援事業
（利用企業助成） 67 271社

地方創生テレワーク交付金 採択結果

道府県14
市町村124

〇交付対象施設（ワインハウス）位置図

〇改修後の施設見取り図

↑赤枠が改修箇所

コワーキングスペース

ミーティング
ルーム

ミーティング
ルーム

交付対象施設
（ワインハウス）

ふるさと村全体図

地方創生テレワーク交付金 交付対象事業における取組事例１（香川県小豆島町）

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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・
国
民
宿
舎
、
ふ
る
さ
と
荘
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

ロ
ッ
ジ
等
の
滞
在
施
設
が
近
接
す
る
海
が

見
え
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
宿
泊
も
容
易
な

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
見
込
み

・
島
内
に
は
既
に
30
名
程
度
の
テ
レ
ワ
ー

カ
ー
が
居
住
、
先
行
居
住
者
と
の
交
流
で

移
住
増
が
期
待

◆
事
例
２　

熊
本
県
高
森
町
「
エ
ン
タ
メ

企
業
と
連
携
し
た
漫
画
等
の
関
連
事
業
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
利

活
用
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」

（
内
容
）

①
エ
ン
タ
メ
業

界
に
特
化
し
た

既
存
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
へ
の
設

備
導
入
支
援

（
㈱
コ
ア
ミ
ッ

ク
ス
が
整
備
し

た
情
報
発
信
拠

点
・
ワ
ー
ク
ス

ペ
ー
ス
で
あ
る

「
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
ビ
レ
ッ
ジ
阿

蘇
０
９
６
区
」

に
対
し
て
、
テ

レ
ワ
ー
ク
関
連

設
備
（
高
性
能

な
漫
画
制
作
等

機
材
）
の
導
入

を
支
援
）（
６
、

４
０
０
千
円
）

②
漫
画
ク
リ
エ
イ
タ
ー
等
短
期
滞
在
体
験

経
費
等
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
（
５
、
４
９

７
千
円
）

③
進
出
支
援
金
の
支
給
（
１
、
０
０
０
千

円
×
５
社
）

（
主
な
ポ
イ
ン
ト
）

・
シ
テ
ィ
ハ
ン
タ
ー
、
北
斗
の
拳
な
ど
の

有
名
作
品
を
有
す
る
東
京
の
㈱
コ
ア
ミ
ッ

ク
ス
が
高
森
町
に
令
和
２
年
12
月
、「
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
阿
蘇
０
９
６
区
」
を

整
備
済
み

・
本
事
業
で
、
デ
ジ
タ
ル
作
画
・
画
像
編

集
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
高
機
能
な
ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
マ
ン
ガ
制
作
機
材
の

導
入
を
支
援

・
地
方
に
い
な
が
ら
都
市
部
と
変
わ
ら
な

い
制
作
環
境
を
創
出
し
、
漫
画
ク
リ
エ
イ

タ
ー
に
提
供

・
本
事
業
と
は
別
に
毎
年
実
施
し
て
い
る

「
く
ま
も
と
国
際
マ
ン
ガ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ 

ｉ
ｎ

阿
蘇
高
森
」
等
を
通
じ
、
国
内
外
の
ク
リ

エ
イ
タ
ー
を
呼
び
込
み
、
熊
本
版
「
ト
キ

ワ
荘
」
を
目
指
す
。

５５　　

��

事
前
相
談
の
案
内

事
前
相
談
の
案
内��

（
第
（
第
２２
回
募
集　

回
募
集　

６６
月
上
旬
締
切
）

月
上
旬
締
切
）

６
月
上
旬
を
締
切
と
し
て
第
２
回
募
集

を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
、
今
後
、
都
道
府

県
を
介
し
て
各
団
体
に
ま
も
な
く
発
出
予

定
の
事
務
連
絡
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
計
画
書
の

書
き
方
等
に
つ
い
て
事
前
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。
事
務
連
絡
を
待
た
ず
に
御
相
談

い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
左
記
の
問

合
せ
先
に
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
各
団

体
に
は
積
極
的
な
申
請
を
検
討
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

★
御
関
心
を
抱
か
れ
た
団
体
の
皆
様
へ

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

「
内
閣
官
房
・
内
閣
府
総
合
サ
イ
ト
『
地

方
創
生
』」
に
て
、
本
制
度
の
詳
細
や
、

評
価
基
準
、
交
付
要
綱
、
Ｑ
＆
Ａ
、
採
択

事
例
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

h
ttp

s
://w

w
w

.c
h

is
o

u
.g

o
.jp

/
sousei/about/m

irai/

◆
問
合
せ
先

内
閣
官
房
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本

部
事
務
局
／
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
室

電
話　

０
３-

６
２
５
７-

３
８
８
９

メ
ー
ル　

ch
ih

o
u

-telew
o

rk
.k

2k
@

cao.go.jp

　

休
刊
の
お
知
ら
せ

　
４
月
26
日
付
、
５
月
３
日
付
の
町
村

週
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、休
刊
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

第
３
１
５
８
号
は
５
月
10
日
付
の
発

行
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

資
料
５

高解像度画像もやりとりしつつ
オンライン編集会議が可能な
１Gbps専用回線（整備済）

デジタル作画・画像編集をスムーズに
行える高機能なワークステーション等

漫画制作機材

「アーティストビレッジ阿蘇096区」 デジタル技術を使った漫画制作
 作家と編集部はデータのやり取り
 機材と大容量通信があれば、地方でも
都市部と変わらず漫画制作可能

＝原稿データをオンラインでつなぎ
地方にいながら都市部と変わらない
制作環境を創出

（旧高森温泉館を㈱コアミックスが買い取り、エンタメの発信拠点として整備済み）

地方創生テレワーク交付金 交付対象事業における取組事例２（熊本県高森町）

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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１１
．
改
正
の
背
景

．
改
正
の
背
景

地
球
温
暖
化
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
1
9
9
2

年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た

「
リ
オ
地
球
サ
ミ
ッ
ト
（
国
連
環
境
開
発

会
議
）」
だ
っ
た
。
１９９


４
年
に
は
、

気
候
変
動
枠
組
条
約
が
発
効
、
中
身
を
議

論
す
る
C
O
P
（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条

約
締
約
国
会
議
）
は
、
１９９


７
年
京
都

で
開
催
さ
れ
た
C
O
P
３
で
、
先
進
国
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
を
義
務
付

け
た
「
京
都
議
定
書
」
を
採
択
し
た
。
そ

の
後
、
２
０
１
５
年
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た

C
O
P
25
で
は
、
産
業
革
命
以
降
の
気
温

上
昇
を
1
・
5
℃
～
2
・
0
℃
に
抑
え
る

こ
と
や
、
森
林
等
の
吸
収
源
の
保
全
・
強

化
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
、
先
進
国
の

み
な
ら
ず
新
興
国
・
途
上
国
を
含
め
取
り

組
む
こ
と
な
ど
を
内
容
と
し
た
「
パ
リ
協

定
」
が
採
択
さ
れ
た
。
ま
た
、
C
O
P
と

は
別
の
「
国
連
気
候
変
動
サ
ミ
ッ
ト
」
の

２
０
１９

年
会
議
に
お
い
て
、
国
連
の
グ

テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
は
、「
す
べ
て
の
国
、

都
市
、
金
融
機
関
、
企
業
は
、
２
０
５
０

年
ま
で
に
（
温
室
効
果
ガ
ス
の
）
排
出
実

質
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
た
め
の
計
画
を
採
用

し
、
明
確
な
短
期
目
標
も
含
め
、
す
ぐ
に

実
行
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
訴
え
た
。
同

サ
ミ
ッ
ト
は
、
２
０
２
０
年
12
月
に
も
開

催
さ
れ
、
菅
義
偉
首
相
は
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
２

０
５
０
年
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と

や
、
２
０
２１

年
に
開
催
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ

26
ま
で
に
２
０
３
０
年
ま
で
の
新
た
な
目

標
を
国
連
に
提
出
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
政
府
は
、「
地
球
温

暖
化
対
策
計
画
」（
2
0
1
6
年
5
月
閣

議
決
定
）
の
中
で
、「
2
050


年
ま
で

に
80
％
の
排
出
削
減
を
目
指
す
」
と
し
て

い
た
。
今
回
の
「
実
質
ゼ
ロ
宣
言
」
は
さ

ら
に
踏
み
込
ん
だ
形
と
な
っ
た
。

２２
．
主
な
改
正
内
容

．
主
な
改
正
内
容

（
１
）
パ
リ
協
定
・
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
等
を
踏
ま
え
た
基

本
理
念
の
新
設

今
回
の
改
正
で
は
、
新
た
に
以
下
の
内

容
が
「
基
本
理
念
」
と
し
て
追
加
さ
れ
た
。

「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
は
、
パ
リ

協
定
第
二
条
１
（
a
）
の
規
定
に
よ
り
世

界
全
体
の
平
均
気
温
の
上
昇
を
工
業
化
以

前
よ
り
も
摂
氏
二
度
高
い
水
準
を
十
分
に

下
回
る
も
の
に
抑
え
る
こ
と
及
び
世
界
全

体
の
平
均
気
温
の
上
昇
を
工
業
化
以
前
よ

り
も
摂
氏
一
・
五
度
高
い
水
準
ま
で
の
も

の
に
制
限
す
る
た
め
の
努
力
を
継
続
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
環

境
の
保
全
と
経
済
及
び
社
会
の
発
展
を
統

合
的
に
推
進
し
つ
つ
、
我
が
国
に
お
け
る

二
千
五
十
年
ま
で
の
脱
炭
素
社
会
（
人
の

活
動
に
伴
っ
て
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
と
吸
収
作
用
の
保
全
及
び
強
化

に
よ
り
吸
収
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸

収
量
と
の
間
の
均
衡
が
保
た
れ
た
社
会
を

い
う
。）
の
実
現
を
旨
と
し
て
、
国
民
並

び
に
国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
及
び

民
間
の
団
体
等
の
密
接
な
連
携
の
下
に
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
こ
の
よ
う

に
、
パ
リ
協
定
の
内
容
を
踏
襲
し
、
２
０

５
０
年
の
脱
炭
素
社
会
実
現
が
法
律
に
明

記
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
政
策
の
方
向
性
や
継

続
性
を
明
確
に
示
す
こ
と
で
、
国
民
や
地

方
公
共
団
体
、
事
業
等
に
対
し
予
見
可
能

性
を
与
え
、
取
組
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

　

政
府
は
3
月
上
旬
、
昨
年
、
菅
首
相
が
宣
言
し
た
「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
基
本
理
念
を
明
確
に
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
そ
の

実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
方
策
と
し
て
、
地
域
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
脱
炭
素
化
の
取
組
や
、
企
業
の
排
出
量
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
オ

ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
を
推
進
す
る
仕
組
み
を
措
置
す
る
た
め
の
地
球
温
暖
化
対

策
推
進
法
の
一
部
改
正
法
案
を
閣
議
決
定
し
国
会
に
提
出
し
た
。

地球温暖化対策推進法改正案を地球温暖化対策推進法改正案を
閣議決定閣議決定

～2050年カーボンニュートラル宣言を踏まえ～2050年カーボンニュートラル宣言を踏まえ
地域の再エネ活用を促進～地域の再エネ活用を促進～
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促
進
し
た
い
と
し
て
い
る
。

（
２
）
地
域
の
再
エ
ネ
を
活
用
し
た
脱
炭

素
化
を
促
進
す
る
事
業
を
推
進
す
る
た
め

の
計
画
・
認
定
制
度
の
創
設

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
は
、
地
方
公

共
団
体
実
行
計
画
を
21
条
で
規
定
、
こ
の

実
行
計
画
は
、
運
用
上
「
事
務
事
業
編
」
と

「
区
域
施
策
編
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
分

か
れ
て
い
る
。
事
務
事
業
編
（
法
21
条
1

項
・
2
項
部
分
）は
、各
自
治
体
の
事
務
事

業
に
関
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
計
画

で
、
既
に
す
べ
て
の
都
道
府
県
市
町
村
に

策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
策
定
率

は
90
％
と
な
っ
て
い
る
。
も
う
一
方
の
区

域
施
策
編（
法
21
条
3
項
部
分
）は
、事
務

事
業
に
加
え
、
住
民
や
事
業
者
を
対
象
と

し
、
再
エ
ネ
の
導
入
な
ど
を
具
体
的
に
進

め
る
た
め
の
計
画
で
、
現
行
で
は
都
道
府

県
、政
令
市
、中
核
市
に
策
定
が
義
務
付
け

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
他
市
町
村
の
策
定
は

規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
今
回
の
改
正
で
は
、

こ
の
区
域
施
策
編
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で

規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
実
施
目
標
の
記

載
と
と
も
に
、市
町
村
に
対
し
て
も「
定
め

る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
」と
さ
れ
た
。

こ
の
、
実
行
計
画
（
区
域
施
策
編
）
に

は
、
新
た
に
市
町
村
が
地
域
の
再
エ
ネ
を

活
用
し
た
脱
炭
素
化
を
促
進
す
る
事
業

「
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
」
が
創
設
さ

れ
、
市
町
村
の
認
定
を
受
け
た
事
業
に
つ

い
て
は
、
関
係
法
令
の
手
続
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
等
の
特
例
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
し

た
。
こ
れ
は
、
市
町
村
内
で
実
行
計
画
に

適
合
し
た
再
エ
ネ
事
業
（
太
陽
光
や
風
力

な
ど
）
を
検
討
す
る
際
、
自
然
公
園
法
や

温
泉
法
、
廃
棄
物
処
理
法
、
農
地
法
、
森

林
法
、
河
川
法
の
関
係
手
続
（
開
発
許
可

な
ど
）
に
つ
い
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
を
実
現
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
事
業
者
や
市
町
村
、
都
道
府

県
、
国
の
関
係
出
先
機
関
な
ど
で
構
成
さ

れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
協
議
会
を

設
置
し
、
市
町
村
が
当
該
事
業
に
関
す
る

開
発
行
為
等
の
関
係
法
の
手
続
に
つ
い
て

同
意
を
得
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、
事
業

計
画
の
立
案
段
階
に
お
い
て
、
環
境
保
全

の
た
め
に
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
の

検
討
結
果
を
伝
え
る
環
境
影
響
評
価
法
上

の
手
続
（
配
慮
書
の
作
成
）
が
省
略
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

政
府
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
域
に
お
け

る
円
滑
な
合
意
形
成
を
図
り
、
そ
の
地
域

の
課
題
解
決
に
も
貢
献
す
る
地
域
の
再
エ

ネ
を
活
用
し
た
脱
炭
素
化
の
取
組
を
推
進

す
る
と
し
て
い
る
。

（
３
）
法
改
正
に
関
す
る
意
見
の
申
し
入
れ

全
国
町
村
会
と
全
国
市
長
会
は
2
月
下

旬
に
、今
回
の
改
正
が
市
町
村
の
環
境
政
策

に
も
影
響
を
与
え
う
る
こ
と
か
ら
環
境
省

に
対
し
意
見
を
申
し
入
れ
た
。
意
見
と
環

境
省
か
ら
の
回
答
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
意
見
１
】
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
（
区

域
施
策
編
）
の
策
定
に
つ
い
て

①
専
門
的
な
知
見
や
マ
ン
パ
ワ
ー
、
財
源

の
不
足
等
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
人

口
や
財
政
規
模
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
、
地
域
に
お
け
る

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
状
況
な
ど
、

地
域
の
実
情
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
各
市

町
村
に
お
い
て
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。

②
区
域
内
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
算

定
や
デ
ー
タ
収
集
等
を
市
町
村
が
容
易
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

こ
と
。

③
専
門
家
の
派
遣
や
人
材
育
成
、
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
た
実
効
性
の
高
い
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
早
急
な
提
示
な
ど
、市
町
村
等
の

策
定
が
円
滑
に
進
む
よ
う
支
援
す
る
こ
と
。

【
回
答
】

〇
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
、
各
市
町
村
に

お
け
る
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
制

度
運
用
に
当
た
っ
て
の
考
え
方
の
整
理
や

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
整
備
し
た
い
。

〇
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
算
定
、
推
計

に
資
す
る
ツ
ー
ル
類
の
提
供
な
ど
市
町
村

の
計
画
策
定
に
資
す
る
各
種
情
報
基
盤
の

整
備
を
行
う
。

〇「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
再
エ
ネ
強
化
支

援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」（
予
算
措
置
）の
計
画
策

定
支
援
事
業
に
よ
る
市
町
村
へ
の
支
援
を

行
う
。
こ
れ
に
よ
り
区
域
の
施
策
・
目
標
に

関
す
る
事
項
の
策
定
等
へ
の
支
援
が
可
能
。

【
意
見
２
】
実
行
計
画
に
お
け
る
施
策
の

実
施
目
標
に
つ
い
て

国
が
目
標
を
設
定
す
る
施
策
や
目
標
の

水
準
等
を
示
す
場
合
は
、
地
域
の
実
情
に

沿
っ
た
実
施
目
標
の
設
定
が
で
き
る
よ
う

配
慮
す
る
こ
と
。

【
回
答
】

「
施
策
の
実
施
に
関
す
る
目
標
」
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
実
情
に
よ
り
、
施
策
の

内
容
に
よ
っ
て
は
適
切
な
指
標
を
設
定
す

る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
こ
と
も
踏

ま
え
つ
つ
、
目
標
設
定
の
考
え
方
に
つ
い

て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
し
た
い
。

【
意
見
３
】
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
の

記
載
事
項
に
つ
い
て

①
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
の
目
標
等
の

詳
細
を
早
急
に
示
す
と
と
も
に
、
先
行
策

定
市
町
村
の
具
体
的
な
事
例
等
を
継
続
的

に
情
報
提
供
す
る
こ
と
。

②
促
進
区
域
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
地

域
に
お
け
る
合
意
形
成
、
専
門
的
調
査
の

実
施
及
び
調
査
書
の
作
成
等
に
関
す
る
支

援
を
行
う
こ
と
。

【
回
答
】

〇
制
度
運
用
の
考
え
方
を
整
理
し
、ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
可
能
な
限
り
早
期
に
整
備
し
た
い
。

〇
先
行
的
な
市
町
村
の
取
組
に
つ
い
て
も

情
報
収
集
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
周
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知
し
た
い
。

〇
市
町
村
の
実
態
を
踏
ま
え
つ
つ
必
要
な

支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

【
意
見
４
】 

地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
計

画
の
認
定
制
度
に
つ
い
て

①
制
度
の
構
築
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村

の
意
見
を
反
映
し
、
迅
速
か
つ
丁
寧
な
情

報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
十
分
な
準
備

期
間
を
設
け
る
こ
と
。

②
関
係
許
可
等
権
者
と
の
協
議
に
つ
い
て

は
、
専
門
的
な
知
見
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
市
町
村
の

負
担
に
配
慮
し
た
制
度
設
計
を
行
う
こ
と
。

③
同
制
度
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
市
町

村
に
過
度
な
事
務
負
担
が
生
じ
な
い
よ

う
、
国
及
び
都
道
府
県
に
お
い
て
十
分
な

支
援
を
行
う
こ
と
。

【
回
答
】

〇
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
検
討
に
当
た
っ
て

は
、
市
町
村
か
ら
の
意
見
を
聴
取
し
、
反

映
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
情
報
提
供
に

も
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

〇
制
度
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
十
分
な
準

備
期
間
を
設
け
た
い
。

〇
本
法
案
に
お
い
て
、必
要
な
情
報
提
供
、

助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
る

旨
規
定
し
て
い
る
。
適
切
な
支
援
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

【
意
見
５
】
地
方
公
共
団
体
実
行
計
画
協

議
会
で
の
協
議
に
つ
い
て

①
想
定
さ
れ
る
協
議
内
容
や
手
順
等
を
早

急
に
示
す
と
と
も
に
、
関
係
者
が
必
要
と

す
る
情
報
の
調
査
、
専
門
家
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
派
遣
な
ど
、
運
営
に
係
る
支

援
を
行
う
こ
と
。

②
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
い
る
環
境
審
議

会
、資
源
循
環
審
議
会
等
の
組
織
を
同
協
議

会
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

【
回
答
】

〇
本
法
案
に
お
い
て
、
国
及
び
都
道
府
県
が
、

市
町
村
に
対
し
必
要
な
情
報
提
供
、
助
言

そ
の
他
の
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
る
旨
規

定
し
て
お
り
、必
要
な
支
援
策
を
検
討
す
る
。

（
４
）
脱
炭
素
経
営
の
促
進
に
向
け
た
企

業
の
排
出
量
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
化
の
推
進
等

一
定
以
上
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
す

る
事
業
者
（
特
定
排
出
者
）
に
つ
い
て
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
法
に
基
づ
き
排
出
量
の

算
定
と
報
告
、
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
。
今
回
の
改
正
で
は
、
報
告
を
原
則

電
子
シ
ス
テ
ム
と
す
る
と
と
も
に
、
開
示

請
求
の
手
続
な
し
で
公
表
さ
れ
る
仕
組
み

に
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
法
改
正
と
併

せ
て
、
報
告
者
と
情
報
の
利
用
者
双
方
に

と
っ
て
利
便
性
の
高
い
シ
ス
テ
ム
の
構
築

も
推
進
す
る
と
し
て
い
る
。

改
正
法
の
施
行
に
つ
い
て
は
、
基
本
理

念
に
つ
い
て
は
、
公
布
の
日
か
ら
、
そ
の

他
に
つ
い
て
は
1
年
以
内
と
し
て
い
る
。

�

（
全
国
町
村
会　

財
政
部
）

資金調達入門研修（Webを活用した動画型研修）

金融知識を基礎から学べる「資金調達入門研修」の動画配信を行います。
・公開時期：令和３年４月下旬予定 ・アフターフォローも充実

地方財政・
地方債制度の
基礎的事項は？金利に影響を与える

経済について、
どう見たらいい？

借入金利が妥当か
どうかの判断方法は？

経済編（60分程度）制度編（60分程度） 金融編（90分程度）

Ⅰ地方財政制度の概要
地方財政制度の概要説明や地方財政計画と地方債計画との
関係を通じて､その全体像を解説します｡

Ⅱ 地方債制度の概要
地方債の資金区分、協議等及び借入手続などの手続面を解
説するとともに､地方債全体の信用維持のための様々な仕
組みや取組みについて解説します｡

Ⅰ 経済と金利

経済と金利の関係、経済の規模を示すGDPとその動向について
解説します。

Ⅱ金融政策の動向

Ⅲ最近の経済の動きを知る

日本銀行が金利に与える影響や最近の金融政策について解説し
ます。

経済の動きを知るための日本銀行のレポートや公的な機関が発
表している統計等について紹介します。

▶ 解説動画とテキストが連動
▶ 都合に合わせて、好きな時間に何回でも視聴可能
▶ 目次機能を活用して、視聴したいページへ簡単移動

▶ 講義内容に関する疑問・質問
▶ 資金調達に関する実務的なご相談（銀行との借入交渉など）

講師によるアフターフォロー

いつでも受け付けます！右記お問い合わせ先へご連絡ください。

Point１

Point２

●動画は機構ホームページにて公開します。
●視聴にはID・パスワードが必要です。ID・パスワードの
取得方法は、地方公共団体あての通知（４月上旬通知予定）
をご確認ください。

お知らせ

ファイナンス支援課:03-3539-2677
finance@jfm.go.jp

お問い合わせ先

Ⅰ地方債の金利の見方
地方債の金利を見る視点や金利の決定方式など､金利に関係する
基本的な考え方を解説します｡また､資金調達をする際の｢ものさ
し｣となる金利を紹介します｡

Ⅱ実践スプレッド分析
借入利率と｢ものさし｣となる金利との間でどの程度の差(スプ
レッドがあるかを分析するための手法を紹介します。
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桜桜
は
日
本
人
に
と
っ
て
特
別
な
花
と
言
え

よ
う
。
平
安
時
代
以
降
、
花
と
言
え
ば
桜
を

指
し
、
花
見
と
言
え
ば
観
桜
だ
っ
た
。
嵯
峨

天
皇
が
平
安
京
の
神
泉
苑
で
催
し
た
観
桜
の

会
が
宮
中
花
宴
の
最
初
と
さ
れ
、
こ
の
宮
中

で
始
ま
っ
た
行
事
が
民
間
に
も
広
ま
り
、
春

の
風
物
詩
で
あ
る
「
花
見
」
と
な
っ
た
。

数
多
く
の
品
種
が
あ
る
桜
だ
が
、
エ
ド
ヒ

ガ
ン
と
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
を
交
配
さ
せ
た
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、
明
治
以
降
、
全
国
各
地
に

広
が
っ
た
。
学
校
の
校
門
近
く
に
植
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
多
く
、
入
学
の
日
を
桜
の
木

の
下
で
迎
え
た
人
が
少
な
く
な
い
。
今
、
戦

後
に
植
樹
さ
れ
た
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
寿
命
が

近
づ
き
つ
つ
あ
る
。
衰
え
が
目
立
つ
木
は
伐

採
さ
れ
、
よ
く
似
た
別
の
品
種
に
植
え
替
え

ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
春
の
象
徴
が
様
変
わ

り
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

井
上
ひ
さ
し

劇
作
家
で
小
説
家
。
笑
い
の
中
に
鋭
い
社

会
批
評
を
忍
び
込
ま
せ
た
作
品
で
、
演
劇
、

小
説
、
テ
レ
ビ
と
幅
広
く
活
躍
し
た
。

山
形
県
生
ま
れ
。
上
智
大
学
在
学
中
か
ら

コ
ン
ト
の
台
本
を
書
き
始
め
、
１
９
６
４
年

ス
タ
ー
ト
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
人
形
劇
『
ひ
ょ
っ

こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
』
の
脚
本
で
注
目
を
集

め
た
。
１
９
６
９
年
に
『
日
本
人
の
へ
そ
』

で
劇
作
家
デ
ビ
ュ
ー
。
１
９
８
４
年
に
劇
団

「
こ
ま
つ
座
」
を
設
立
し
、
座
付
き
作
家
と

し
て
、『
小
林
一
茶
』『
頭
痛
肩
こ
り
樋
口
一

葉
』
な
ど
の
評
伝
劇
で
時
代
と
人
間
を
描
い

た
。
小
説
で
は
、１
９
７
２
年
に『
手
鎖
心
中
』

で
直
木
賞
受
賞
。『
吉
里
吉
里
人
』『
父
と
暮

ら
せ
ば
』
な
ど
数
多
く
の
作
品
を
世
に
送
り

出
し
た
。
筆
の
遅
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
自

ら
「
遅
筆
堂
」
と
名
乗
っ
た
。
２
０
１
０
年

４
月
９
日
肺
が
ん
の
た
め
に
死
去
。
75
歳

だ
っ
た
。

タ
ケ
ノ
コ

地
下
茎
か
ら
伸
び
た
若
芽
が
地
表
に
出
た

も
の
が
タ
ケ
ノ
コ
だ
。
地
表
に
出
て
わ
ず
か

10
日
で
一
人
前
の
「
竹
」
に
な
る
。
４
月
か

ら
５
月
に
か
け
て
が
旬
だ
。

淡は

竹ち
く

や
真ま

竹だ
け

も
食
用
に
な
る
が
、
一
般
に

よ
く
食
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
柔
ら
か
な
孟も
う

宗そ
う

竹ち
く

。
特
に
京
都
近
郊
で
採
れ
る
タ
ケ
ノ
コ
は

京
タ
ケ
ノ
コ
と
呼
ば
れ
、
甘
み
が
強
い
。
中

で
も
、
身
が
真
っ
白
の
も
の
は
「
白
子
」
と

言
い
、
軽
く
ゆ
で
た
だ
け
で
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
。

タ
ケ
ノ
コ
は
空
気
に
触
れ
る
と
ア
ク
が
強

く
な
り
、
え
ぐ
味
を
増
す
た
め
、
土
か
ら
顔

を
出
す
直
前
に
収
穫
す
る
。
朝
掘
り
の
タ
ケ

ノ
コ
は
、
さ
っ
と
ゆ
が
き
、
そ
の
ま
ま
食
べ

て
も
お
い
し
い
。
旬
の
ワ
カ
メ
と
合
わ
せ
た

若
竹
煮
や
削
り
節
を
ま
ぶ
し
た
土
佐
煮
な
ど

で
、
季
節
の
活
力
を
取
り
入
れ
た
い
。

季
節
に
拾
う
・
新
歳
時
記
（

季
節
に
拾
う
・
新
歳
時
記
（
４４
月
）
月
）

小
　
牧
　
規
　
子

小
　
牧
　
規
　
子
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用
いただける専用ページです。

  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要にな
ります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ
済み（平成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせ
は、全国町村会広報部（kouhou@zck.or.jp）まで
お願いいたします。

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ
れからも充実をはかっていきたいと考えています。ご覧になったご感想・ご意見を、下記のメール

アドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/
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九
重
町
は
大
分
県
の
南
西
部
、標
高
１
、

７
０
０
ｍ
級
の
山
々
が
そ
び
え
る
九
重
連

山
の
麓
に
位
置
し
、
広
大
な
町
の
面
積
の

約
8
割
を
山
林
・
原
野
が
占
め
て
お
り
、

さ
な
が
ら
緑
の
宝
庫
と
言
え
ま
す
。
四
季

折
々
に
表
情
を
変
え
る
自
然
は
、「
春
は

黒
（
野
焼
き
）、
夏
は
青
（
新
緑
）、
秋
は

赤
（
紅
葉
）、
冬
は
白
（
雪
）」
と
表
し
、

色
の
と
お
り
年
間
を
通
し
て
自
然
に
親
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年
8
月
に
は
、

第
5
回
「
山
の
日
」
記
念
全
国
大
会
が
大

分
県
で
開
催
さ
れ
、
本
町
は
メ
イ
ン
会
場

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
豊
富
な
地
熱
資
源

に
よ
り
、
九
重
“
夢
”
温
泉
郷
と
称
す
る

温
泉
群
を
有
し
、
町
内
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
温
泉
を
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
国
内
最

大
の
地
熱
発
電
所
も
あ
り
再
エ
ネ
電
力
自

給
率
は
日
本
一
、
そ
し
て
、
２
０
０
６
年

10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
九
重
“
夢
”
大
吊

橋
は
、
歩
道
専
用
と
し
て
『
日
本
一
の
高

さ
』
を
誇
る
、
農
業
と
観
光
の
町
で
す
。

こ
の
よ
う
な
緑
の
町
に
、
令
和
2
年
7

月
6
日
、突
如
と
し
て
自
然
の
猛
威
が
襲
い

か
か
り
ま
し
た
。「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」

で
す
。
こ
の
時
、
7
月
6
日
か
ら
8
日
に

か
け
て
、
1
時
間
に
１
０
０
㎜
を
超
え
る

記
録
的
な
豪
雨
が
3
回
に
わ
た
っ
て
あ
り
、

特
に
7
日
の
24
時
間
雨
量
は
、
役
場
庁
舎

裏
に
設
置
し
て
い
る
雨
量
計
で
３
７
４
㎜

を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
線
状
降

水
帯
に
よ
る
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
河
川
が

氾
濫
、
山
腹
崩
壊
に
よ
る
土
石
流
も
発
生

し
、
多
数
の
住
家
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
数
は
、
全
壊
7
件
、
半
壊
80
件
に

一
部
損
壊
、
床
上
・
床
下
浸
水
を
含
め
１

９
６
件
に
も
上
り
、
そ
の
他
に
も
、
河
川
、

道
路
、
橋
梁
、
農
地
へ
の
災
害
な
ど
、
被

害
は
町
内
の
広
範
囲
に
及
び
、
そ
の
被
害

総
額
は
１
１
７
億
円
に
も
上
る
甚
大
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
幸
い
に
も
人

的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
農
業

と
観
光
を
基
幹
産
業
と
し
て
い
る
本
町
に

お
い
て
、
そ
の
基
盤
で
あ
る
農
地
や
農
業

施
設
、
ま
た
、
観
光
・
宿
泊
施
設
に
大
き

な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
、
町
の
根
幹
に

関
わ
る
大
問
題
で
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
に
加
え
、
世
界
的
な
厄

災
と
も
言
え
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
大
流
行
が
発
生
し
ま
し
た
。
令
和

2
年
1
月
に
国
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
1
年
が
経

ち
ま
し
た
が
、
令
和
2
年
4
月
の
1
度
目

の
緊
急
事
態
宣
言
以
降
、
第
2
波
、
3
波

と
拡
大
の
波
は
続
い
て
お
り
、
今
年
1
月

に
は
11
都
府
県
に
2
度
目
の
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
中
、

2
月
か
ら
は
医
療
従
事
者
等
へ
の
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
開
始
さ
れ
、
高
齢
者
の
接
種

は
一
部
の
市
町
村
で
4
月
か
ら
実
施
さ
れ

る
予
定
で
す
が
、
未
だ
収
束
の
兆
し
は
見

え
ず
先
行
き
は
不
透
明
な
状
況
で
す
。

今
回
の
よ
う
な
厄
災
は
歴
史
の
歯
車
を

大
き
く
進
め
て
し
ま
う
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
は
、
私
た
ち
の
社
会
経
済
活

動
、
日
常
生
活
の
形
態
を
一
変
さ
せ
る
と

と
も
に
、
経
済
・
社
会
構
造
の
見
直
し
が

迫
ら
れ
て
い
る
の
も
確
か
と
言
え
ま
す
。

日
常
生
活
に
お
け
る
例
で
言
う
と
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
や
マ
ス
ク
の

着
用
な
ど
の
「
新
し
い
生
活
様
式
」、
３

密
の
回
避
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
働
き
方

で
は
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
、

経
済
で
は
非
接
触
の
電
子
マ
ネ
ー
に
よ
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
等
が
そ
の
例
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
私
が
非
常
に
危
惧

し
て
い
る
の
が
、「
人
と
人
の
つ
な
が
り
」

で
す
。
私
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
は
人

で
あ
り
、
人
と
人
と
が
顔
を
合
わ
せ
て
話

し
、
お
互
い
が
理
解
し
合
い
、
お
互
い
の

こ
と
を
考
え
助
け
合
え
る
関
係
こ
そ
が
、

信
頼
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、こ
の
、い
わ
ゆ
る
「
コ
ロ
ナ
禍
」
は
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
希
薄
な
も
の
と
し
、

分
断
さ
せ
か
ね
な
い
状
況
を
創
り
だ
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
身
体
的
な
距
離
だ
け

の
こ
と
で
は
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
か
か
る
「
デ
マ
」
や
「
人
権

侵
害
」
と
い
っ
た
、
差
別
や
偏
見
に
よ
る

心
の
距
離
も
同
様
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
断
じ
て
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
中
で
、
災

害
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
人
々
が
積
み
上

げ
て
き
た
生
活
が
壊
さ
れ
、
不
安
や
恐
怖

で
途
方
に
暮
れ
る
日
常
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
苦
し
い
時
こ
そ
人
の
力
に

勝
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
と
人
が
つ

な
が
り
、
助
け
合
い
、
再
び
歩
き
始
め
る

こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

豪
雨
災
害
の
折
に
は
、
町
内
外
か
ら
駆
け

つ
け
て
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
と
の
「
つ
な
が
り
」
に
、
大
き
な
希

望
と
勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
進
む
こ
と
は
想
像
に
難
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
の
よ
う
に
形
が
変
わ

ろ
う
と
、「
人
と
の
つ
な
が
り
」「
ひ
と
づ

く
り
か
ら
始
ま
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本

と
し
て
、
未
来
へ
向
け
て
種
を
蒔
い
て
行

き
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

随  想

　日
ひ

野
の

　康
やす

志
し

大分県九
ここ

重
のえ

町長　

「つながり」から
生まれるもの
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車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
（一般自動車保険の車両保険）

ご契約のお車が、事故、故障で自力走行できなくなった場合、事前にロードアシスタンス専用デスクにご連絡ください。ロードアシスタンス業者
にお取り次ぎし、レッカーや 30 分程度の緊急修理などを手配します。　●バッテリー上がりや、キー閉じこみ、ガス欠　など

・このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容については取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

SJNK17-16682(2017.12.28作成）

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。

集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

・掛金（保険料）は、型式、初度登録年月、年齢条件、運転者限定特約の有無、共済（保険）金額、等級などにより異なります。

※この車両共済（保険）をご契約いただける方は、全国町村職員生活協同組合の自動車共済に加入されている方に限ります。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

03-3519-7325
0120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前9時30分～午後5時）

FAX
TEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

無料ロードサービスがついてきます。

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

町村生協の自動車共済にご加入の皆さまなら！

●無事故による割引で新規から （保険料）割引％43
・ ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去3年

        無事故の場合は、ノンフリート等級9等級からスタートします。 ・保険料分割払をご利用の場合は上記の集団扱年一括払の5%割引の適用はありません。

●集団扱年一括払による割引でさらに ％割引5
保険料分割払(12回）も選択可能です。
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全国町村会館には、
会議室・宴会場のほかに、
ふたつのレストランもございます。
お気軽にお立ち寄りください。

和・洋食のレストランも
お気軽にご利用ください

●全国町村会館へのアクセス
・有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町駅」
　3番出口徒歩1分
・丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」徒歩8分
・タクシー東京駅から約20分

TEL.03（3581）0471
FAX.03（3581）0220
〒100-0014 東京都千代田区永田町1丁目11番35号
ホームページアドレス　http://www.zck.or.jp/kaikan

レストラン「ペルラン」 和食処「さいかち」

※市町村職員共済組合等の宿泊助成券がご利用いただけます。

東京でのイベントに最適な
絶好のロケーションを誇る全国町村会館。
かけがえのないひとときを、
上質なサービスでおもてなしいたします。

3番出口

内
案
ご
の
室
客

ご予約・お問い合わせ

シングル
119室

ダブル
12室

ツイン
18室

SINGLE
ROOM

DOUBLE
ROOM

TWIN
ROOM

県人会など同郷者の集い、
同窓会、親睦会などの懇談会

観光PR、移住セミナー
職員採用試験などの説明会

職員旅行・家族旅行

和室もございますのでお問い合わせください。（禁煙ルームもご用意しております。）

さまざまな「集いの場」を
演出いたします

広さと設備が多彩な大ホールと、３つの
会議室がございます。
会議・研修、パーティーなどに幅広くご利用
いただけます。
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